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令和２年度　事業評価　　 臼井 公民館 № 1

事業名
佐倉市教育の日関連事業

佐倉学リレー講座「佐倉・歴史の道」～陸上交通路から中近世の歴史の側面を考える～

対象者 成人
参加者数
(延べ）

25人 募集方法
こうほう佐倉11/1号掲載

電話受付(先着順)

ジャンル 家庭教育　　　　・　　　　青少年教育　　　　・　　　　成人教育　　　　・　　　　団体育成

日程
令和2年11月28日（土）

13：30～15:00 講師
酒々井町文化財審議会会長

高橋　健一
参加費 無料

成果

　新型コロナウイルスの影響で、市内各公民館の市民大学講座が中止となっており、その他の講演会なども多くが中止となって
いたことから、住民の学習意欲が高まっていたためか、また、講師も市内で多数の講演を行っている人気講師であったこともあ
り、受け付け開始から1時間半程で満席となった。参加者は資料を見ながら熱心に聴講しており、建設的な質疑応答も聞かれ
た。アンケート結果では回答者24名中「良かった」が18名、「どちらかと言えば良かった」が4名、「この講座に参加して郷
土佐倉に愛着や誇りを持てましたか？」に対して「すごく持てた」が8名、「持てた」が11名、「少し持てた」が2名と、満足
度、佐倉学講座の目的の達成度共に高かったといえる。

課題

　募集掲載の広報発行日が日曜日であったことから、翌日、翌々日になって申込の電話があり、既に満員である旨伝えると、
「公民館は日曜･月曜は休みだと思っていた。不公平ではないか」というご意見が有った。紙面スペースとの兼ね合いもある
が、今後、受付開始日時の明記や、抽選制など、多数の応募者が予想される事業については工夫が必要である。また、電話受付
順に前方から座性指定したが、当日そのことをアナウンスしなかったため、氏名の五十音順で指定されたと思われた参加者から
「あいうえお順では、常に後方席となってしまう」との意見もあった。

項目 評価 視点

趣旨

　佐倉市には、印旛沼などの恵まれた自然と原始・古代からの歴史、城下町として培われた文武両面にわたる文化、そして、好
学進取の精神に富み優れた業績を残した先覚者がいる。このような佐倉の「自然」「歴史」「文化」「ゆかりの人物」を学ぶこ
とが佐倉学である。本事業は、市民が地域を理解し、ふるさと佐倉に対する愛着と誇りを育むことを目的とする。佐倉学リレー
講座は、市内各公民館の特徴ある佐倉学講座を文字どおりリレー形式で繋ぐものだが、本年度は新型コロナウイルスの影響によ
り、臼井公民館だけの講座となった。

内容
　中近世の古地図や史料を見ながら、臼井や佐倉から浅草などまでの陸上交通路上の地名等の変遷を読み解き、佐倉が中近世の
歴史において、どのような側面を持っていたのかを考える機会とする。

工夫

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、臼井公民館で最大の集会室で机を並べて、参加者同士の十分な距離を保つため、
定員を25名に絞って募集した。「佐倉市教育の日」が11月16日と近く、その関連行事とすることで、通常よりも広報の紙面
を大きく割くことができた。申込受付の際にマスク着用を呼びかけ、実施当日は、検温、手指消毒、健康観察シートの記入、電
話受付順に前方から座席指定、資料は事前に席に配布しておくなど、万全の対策で臨んだ。
　また、事業実施後のアンケートで、本講座に関連した体験講座への参加希望者を募り、学習意欲の高い参加者の学びを更に深
めるようにした。

公平性 B ・対象者に情報は流れているか。　　　　　・受益者負担はあるか(実費・教材費）

有効性 A
・期待通りの成果が得られているか。
・さらに成果を高めるためにやり方の見直しは必要か。　　・市民の満足度は高いか。

必要性 A
・公民館が行う必要があるか。　　　　　　・目的や役割が薄れていないか。
・市民や利用者のニーズに合っているか。　・事業の休止・廃止した場合の影響は大きいか。

優先性 A ・事業の優先度は高いか。

特記

　定員に達した後も、申込、問い合わせの電話が相次ぎ、資料だけでも欲しいという方も多かったことか
ら、市民のニーズが高く、また、参加者の満足度も高かったことから、社会教育における佐倉学を推進して
行く上で、社会教育課と協力して、公民館が優先的に行っていく必要がある事業であると思われる。申込受
付方法、受益者負担の点で、公平性には配慮が必要である。新型コロナウイルスの影響で、学習者が事業運
営に参加することは難しかった。

　　良い　 　A　　　B　　　C　　　D　    良くない

次年度展望 ②
　①：事業拡大　　　　　　　　　　　　 ②：現状規模で継続　　　　　　　③：事業縮小
　④：目的達成により終了　　　　　　　 ⑤：統合・改善・その他

効率性 B
・事業の効率性はどうか。　　　　　　　　・他事業との統合は考えられるか。
・事業運営に学習者が参画しているか。

総合評価 A
　A：適切で成果が得られている。　　　　B：課題あり、成果はある程度ある。
　C：課題あり、成果があまりない。　　　D：成果が得られていない。

《凡例》



☆公民館運営審議委員付帯意見 （A：適切で成果あり　　B：成果はあるが、改善の余地あり　　C：要改善）

委員③ 地域史に興味がある方々にとって、よい講座であると思いました。人数を絞ったことで、いろいろ苦情
等もあったのは、たいへんでした。中止するのは簡単ですが、コロナ禍でどう行うかの視点も大切だと
思いました。総

合
評
価

A

委員④ 市民の歴史の関心の高さに驚きました。
皆さん講座開催を待ち望んでいたんですね。人気の高さがうかがえました。

総
合
評
価

A

委員① 感染症対策に苦労されながら、佐倉市ならではの内容で、学習への欲求に応えており、大変有意義であ
る。

総
合
評
価

A

委員② 　他の講演会等が中止となっている中で、佐倉学に関する興味深いテーマのため、参加希望者が多くい
らしたようです。新型コロナウイルスの影響で、今後講演等をどのように実施していくかを、市内の公
民館全体で検討していく必要もあると思います。また、今後YouTubeやZOOM等の活用についても検
討が必要になると思いますが、講座内容や予算と併せて慎重に検討していただきたいと思います。

総
合
評
価

A

委員⑦ 他館での講座同様、「歴史物」への絶大な支持が表れた申し込み状況でした。人気講師ならではのとの
捉え方はそれでよしとして、少し違った視点で考えてみたいと思います。反復継続する講座開催によっ
て、郷土史を研究テーマとしている講師の方々からすれば、さらなる研究意欲の後押しにつながる気が
します。公民館が新たな人気講師発掘の場となるよう、時間をかけて講座開催を積み重ねて欲しいと思
います。佐倉市が存続する限り、郷土史研究は終わりのない大切なテーマですから。

総
合
評
価

A

委員⑧ 　市民が地域を中近世の古地図や史料を見ながら佐倉において、陸上交通路がどのような側面を持って
いたのかを考える講座であり、地域を理解し、ふるさと佐倉に対する愛着と誇りを育むことを目的とし
ている。講座を進めるにあたり新型コロナウイルス感染症拡大防止に健康観察シートの記入、座席指定
等の万全な対策で臨み無事に終了している。開催準備に職員は苦慮されたことと思います。実施後のア
ンケート結果でも満足度が高く、併せて事業目的の達成度も高かったことに評価します。コロナ禍での
開催には改善策が多々あると思いますが公民館の優先的事業と見て学習意欲の高い学びを更に深めるよ
う期待します。

総
合
評
価

A

委員⑤ 外出自粛が叫ばれる中、講座が人気であったことは良かった。今回参加出来なかった方のためにも是非
続けてほしい。

総
合
評
価

A

委員⑥ ふるさと佐倉に対する愛着と誇りを育むことを目的とした達成感も高く、これからも事業継続をお願い
致します。

総
合
評
価

A



委員⑪ 臼井地区も志津と同様に感じます。
歴史ある街としての臼井と都市化する生活圏、その様な中で、田園豊かな土地と近代的な街並みの両立
をしる活動が、若い世代に必要な時だと感じます。都市化する中、どのように今後若い世代を活動の中
にとり込めるかが大きな鍵になるかと考えます。

総
合
評
価

B

委員⑫ （特になし）

総
合
評
価

A

委員⑨ 歴史講座は、人気が高く、参加者を限定せざるをえないが、やむをえないと思う。

総
合
評
価

A

委員⑩ 講座「佐倉・歴史の道」は、配布された古地図類を基に、城から城を結ぶ路や、小見川・香取・銚子な
どへ至る交通路の説明で、受講者は中世の交通路について地域への理解をさらに深められたと思いま
す。
佐倉学講座は、毎年各公民館の事業として開催され、特に高齢者の歴史勉学の意欲を掻きたてる人気の
事業故、今後も継続をお願いします。

総
合
評
価

A

委員⑮ ○佐倉学への市民に関心の高さは変わらないことを感じます。この講座を続ける意義もここにあると言
えますし、職員の熱意も伺えます。

△コロナ禍の中、1回のみ、25名の参加では残念です。早く収束して多くの方が参加できるようになる
とよいと思います。実際に現地へ出向く間が待ち遠しいでしょう。

総
合
評
価

B

委員⑬ ・佐倉学は継続してほしいです。
・主な事業ではありませんが、子ども科学教室は年1回ではなく通年で企画し、児童育成に役立てられ
ないか。総

合
評
価

A

委員⑭ 中近世の古地図や文書を使い地名の変遷や、佐倉を通る交通路がもたらしたものの話など様々な視点か
ら佐倉の歴史を伺え興味が持てるものです。佐倉学リレー講座は人気の講座です。密を避けるために希
望者の多くを断る結果になったことは残念です。多くの参加希望者がいると予想される時は、これから
はユーチューブ配信やZOOM活用が不可欠になると思われます。そのための各公民館同士の協力を期待
します。

総
合
評
価

B


